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エマ

避
ひ

難
なん

所
じょ

での過
す

ごし方について考えよう

考えよう！

避難所は、ふだんとどうちがうか考えよう。

避難する場所： 考えた理由：

避難所で気をつけることを考えよう。

いろいろな人と

いっしょに

避難するから…

避難所

トイレ

親せきや知人の家 ホテルや旅館

過ごす場所

自分の家

助け合い給水
きゅうすい

名前年 組
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 ワークシート

４−❶

3

2

台⾵が近づいたり、地
じ

震
し ん

が起こったりしたとき、どこに避難したらよいか、考えよう。
どうしてそう考えたか、その理由も書いてみよう。1



安全に避
ひ

難
なん

しよう1
知ろう！

　避難とは、「難
なん

」（危
き

険
けん

な場所やあぶないもの）を「避
さ

」けて、安全な場所
にいることです。災

さい

害
がい

はその種
しゅ

類
るい

ごとに安全な場所、身を守る行動がちが
います。災害を知り、地いきの特ちょうを知って、自分で考えて行動でき
るよう、備

そな

えましょう。

避難時の服そう
●かさはささず、動きやすい服そうで
●長ぐつは水が入ると動きにくくなるため、「はきなれた運動ぐつ」で
●足元を確にんするために、かさ（またはつえ）を活用
●落ちて来る物や飛

と

んで来る物に備えて、ヘルメットを着用

避難時の持ち物
　避難先に持っていく物はできるだけ少なくして、両手が使えるよう、
リュックにまとめておくとよいです。眼

めがね

鏡やふだん使っている薬などもわ
すれないようにしましょう。

安全な場所を調べる
　避難と聞くと「避難所に行かなくては」と考えてしまいますが、時

じ

間
かん

帯
たい

や
経
けい

路
ろ

などによっても、移
い

動
どう

自体が危険になることもあります。避難する場
所は、市町村などが指定する避難所、安全な親せきや知人の家、ホテルや
旅館などの他、ハザードマップなどで安全が確

かく

にんできれば、家にとどま
ることも避難です。
　浸

しん

水
すい

などで避難ができない場合は、2階など高い所に避難しましょう（垂
すい

直
ちょく

避難）。

避難時に注意すること
　災害時の移動には、予

よ

測
そく

できない危険がともなうことが多くあります。
事前に避難先やそこまでの経路で危険な場所がないかなど、しっかりと確
にんしておきましょう。
　避難するときは、できるだけ2人以上で行動し、水がたまっている所は
できるだけ避けましょう。水の深さが50cm位

くらい

の高さをこえると、大人
でも歩くのがむずかしくなります。

水のたまった水のたまった
所は、かさで所は、かさで
足元を確にん足元を確にん

はきなれたはきなれた
運動ぐつ運動ぐつ

リュックリュック
などなど

ヘルメットヘルメット

手ぶくろ手ぶくろ

マイ・タイムラインを作って、

どんな災害のときにどう行動するか、

決めておこう。

ユウマ

リンク p.15

避難とは

垂
直
避
難

垂直避難垂直避難

子どもは水の深さが子どもは水の深さが
20cmをこえると20cmをこえると
歩けない歩けない

大人でも水の深さが大人でも水の深さが
50cmをこえると50cmをこえると
歩けない。歩けない。

避難するときの水の深さ避難するときの水の深さ

避難時の服そう避難時の服そう

レインコートレインコート
（長そで、長ズボン）（長そで、長ズボン）
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避
ひ

難
なん

所
じょ

で注意すること2
知ろう！

健
けん

康
こう

に注意しよう

にん婦・にゅうよう児 高れい者、しょう害者 外国人

　避難所ではいろいろな人がいっしょに過
す

ごすことになります。人が集
まるところでは、インフルエンザなどの感せんしょうや食

しょく

中
ちゅう

毒
どく

が起こり
やすくなっています。避難所で過ごす期間が長くなる場合には特

とく

に、う
がい、手あらい、こまめな水分補

ほ

給
きゅう

などを行い、体調の管
かん

理
り

に気をつけ
ましょう。

集
しゅう

団
だん

生活で気をつけること
　避難所では、ふだんとはちがうかん境

きょう

でふだんいっしょに過ごしてい
ない人と集団生活を送ることになります。避難所のルールを守って、た
がいに助け合いましょう。

　避難所では、ペットを指定された区いきで飼
し

育
いく

す
る、ケージ（かご）に入れるなど、ルールが決められ

ペットはどうしたらよいの？

　避難所には、高れい者、しょう害
がい

のある人、にん婦
ぷ

、にゅうよう児
じ

、アレルギーなどがある人、日本語でコ
ミュニケーションがとりにくい外国人など、多様で特

とく

別
べつ

な配りょが必要となる人（要
よう

配りょ者）もいます。みん
なが少しでも快

かい

適
てき

に過ごせるようにしましょう。

配りょが必
ひつ

要
よう

な人

　近年、避難方法として、車の中でねとまりする
（車中はくをする）人が増えてきています。やむを得

え

車中はくのときに注意すること

ず、車中はくをする場合
には、エコノミークラス
しょう候

こう

群
ぐん

や一
いっ

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

中毒などの危
き

険
けん

もあるた
め、注意が必要です。

ていることがありま
す。ペットを飼

か

って
いる場合は、住んで
いる地いきのルール
を確

かく

にんしておきま
しょう。

うがいうがい 手あらい手あらい 水分補給水分補給

さわいだり、走り回ったりしない。さわいだり、走り回ったりしない。
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